




朝見　淳規

 さいたま市立病院は、令和元年 12 月 29 日に地上９階、病床数は 637 床の 
病院新棟が完成し、病院機能がさらに充実しました。手術室は 12 室となり、 
ハイブリッド手術室、２室の血管造影室も増設し、ロボット手術を導入い 
たしました。高精度放射線治療装置を導入し、20 床の外来化学療法室が造 
設され最先端のがん治療を行っております。また令和２年 12 月には救急救 
命センターが開設され、年間約 9,000 台の救急車を受け入れており、令和４年６月からはドクターカーの 
運用を開始するなど救急医療が飛躍的に充実しました。さらに、生育母子医療センターとして周産期から 
小児期まで一貫した医療サービスを提供できる医療体制が整い、精神科身体合併症病棟を新設し、感染症 
専門の外来や病棟なども整備されました。加えて、令和５年５月には、運動・スポーツ領域に特化したス 
ポーツ医学総合センターを開設し、スポーツ外傷の診療とともに、さいたま市民の健康増進にも力を注い 
でいます。令和６年 11 月には感染症流行により閉鎖しておりました緩和ケア病棟も再開しております。 
 
 新型コロナウイルス感染症のパンデミックに際しては、新病院の機能を十分に発揮し、全職員一丸となっ 
て多くの患者様を受け入れさせていただくことができました。パンデミックも収束し、いよいよ新病院の本 
来の実力を発揮する時期がやってきました。物価、人件費高騰などで医療を取り巻く環境は非常に厳しく 
なっていますが、当院は市民の皆様に信頼される病院として、より良い医療を提供できるよう職員一同、今 
まで以上に努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 




















